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大学をとりまく状況を踏まえた研究費の役割

女性研究者支援としての研究費の在り方

研究費への提言

御要望



背景

自身のキャリアアップ。研究者の流動性の推奨

現実

准教授や教授枠に応募 a 採用に至り、引っ越し

a 思いもよらない困難が待っている

問題点

大学からのサポートがない

研究費の役割

独立ラボのスタートアップを支援する

状況１：ラボのスタートアップ費用がない



背景

研究推進のためpost docを雇用する（現在~17,000人）

現実

中型研究費に採択された a post docを雇用 a

今年度で研究費がおわる a 次の研究費の決定は来年度の春

問題点

post docの継続雇用を断念

研究費の役割

継続性の保全

せめて秋に決定する

状況２：研究費に継続性がない



背景

研究推進のための資金が要る。キャリアアップにつながる

現実

基盤Aに応募 a 惜しいところで不採択 a

基盤Bをもらった人より業績はあるのに、研究費がない

問題点

研究費のランク間の壁を乗り越えられない

研究費の役割

一つ下のランクでの再審査

申請書の改訂版の再審査

状況３：基盤Aで次点、結局不採択。研究費がない



背景

研究支援の多様性

現実

研究費が必要以上に大きい a 無駄な雇用、物品購入

研究費が小さ過ぎ a 複数の研究費の獲得はエネルギーが要る

問題点

研究への集中力が減る

研究費の役割

ERATOの見直し

年間最高１億〜5００万円の範囲でA、B、C、Dくらいのクラス分け

状況４：大きすぎる研究費、小さすぎる研究費



背景

独立法人化？

現実

獲得した研究費で教育 スペースチャージ問題

問題点

研究費の流用

文科省の役割

大学に運営費を

状況５：運営費交付金が殆ど無いに等しい



背景

サイエンスへの女性登用の推進

現実

夫は鹿児島で助教 a 妻はつくばで助教 a

子もほしいが、この距離では安定した家庭をもてない

問題点

女性がランクをさげる。少子化問題

研究費、文科省の役割

double appointments（特に地方）

状況６：夫婦研究者の遠距離生活



背景

サイエンスの学際化の推奨？

現実

助教募集 a 応募はあるものの、欲しい人材がいない a

ポジションが埋まらない

問題点

メリットがない。地域に魅力がない

研究費、文科省の役割

研究に特徴をもたせる。報賞性をもたせる

状況７：地方はさらに閑散と。。
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女性教授 3/87 （3.4%）



Ｈ22.2.25 
役員懇談会 

科学技術振興調整費事業「女性研究者養成システム改革加速」について（概要） 

 
 
１ 目的 
  多様な人材の養成・確保及び男女共同参画の推進の観点から、特に女性研究者の採用割合等が低い

分野である、理学系、工学系、農学系の研究を行う優れた女性研究者の養成を加速する必要がある。 
  本プログラムを実施し、機関におけるシステム改革に効果的な分野・規模で当該女性研究者の採用

を行うことにより、人材の多様化、研究の活性化及び男女共同参画意識の醸成、さらには機関として
本来取り組まなければならない柔軟な組織編成や環境整備等を同時に促進し、総合的なシステム改革
の構築を目指す。 

 
２ 対象とする分野 
  理学系・工学系・農学系を対象とする。 
 
３ 対象とする取組 
 理学系、工学系、農学系の研究を行う女性研究者の養成計画に基づき、安定的な職（任期を付さな
い職又は、「大学の教員等の任期に関する法律」による任期を適用する職）に優秀な女性研究者（ポス
トドクター等の研究職を経験した者に限る。）を新規に採用し、養成するために必要な取組とする。 
（※特任教員は含まない） 
 また、当該女性研究者 1 人に対し、複数のメンターをつけるものとする。ただし、一人の女性研究
者の支援期間は 3 年間を上限とする。 
 
（取組内容） 
研究費等 内  容 

α 
新規養成女性研究者のスタートアッ
プ研究費 

１人当たり１５０万円以内（採用された日より 1 年間に
限る） 

β 新規養成女性研究者の研究費 １人当たり１００万円以内（採用後 2 年目、３年目） 

γ 

① 新規養成女性研究者を雇用する経
費 

１人当たり３００万円又は雇用する経費の１/２のいずれ
か低い金額を上限とする。（3 年間） 

② 女性研究者の研究支援経費 
 

国際学会等参加経費、論文投稿の際の英文校閲経費等、
研究スキルアップ経費 
(本課題を実施する前にすでに在籍している理学系、工学
系、農学系の研究を行う女性研究者を含む) 
新規養成女性研究者のメンター教員への補助経費 
１人当たり２０万円以内 
（新規養成女性研究者の支援につながる経費に限る） 

③ 新規養成女性研究者の研究支援員
を 雇用する経費 出産・育児のため、研究支援員が必要な者に限る 

 
４ 費用 
  ・１課題当たりの年間の申請経費は、算式より算定して得られた金額に、間接経費（文部科学省か

ら直接経費の３０％に相当する額が配分される）を加えて得た額とする。 
  ・原則として初年度は４千万円（間接経費を含む。）を上限とし、２年目以降は年間８千万円（間接

経費含む）を上限とする。 
    ※当該年度に新規養成女性研究者を計画通り採用できなかった場合は、翌年度の予定採用数に

加え採用を行うものとする。 
 
５ 実施期間 
  ・原則５年間とする。 
   ただし、課題開始後 3 年目に中間評価を行い、中間評価の結果に応じて、計画の変更、課題の中

止などの見直しを行う。 

2010年度
文部科学省科学技術
振興調整費
（現：科学技術人材
育成費補助金）

東大HPより抜粋
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女性枠に関して一言
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Q：サイエンスは何故必要か？

A：人を幸福にするため

Q：一口にサイエンスといっても様々ある？

A：分野も様々で、基礎、応用（出口志向）がある

Q：基礎研究は何故必要か？

A：学術研究の基盤となる。
基盤（基礎）がしっかりしていないと、より早い時期で崩壊する



研究費 ~2,300億円 = 税金

Question: 有効に使われているか？

In other words, 無駄がないか？

Answer: Yes or No.

研究には無駄が必要。未知の事象を扱うのだから避けられない

但し, “必要な無駄” と “不必要な無駄” がある

能力：ability
教育：education
道徳：morality

研究者の善し悪しの正しい判断を。論文のIFに頼りすぎない


